
CE309のExcelデータ作成方法

① 附属のRS-232ケーブルをあらかじめ本体とパソコン本体のシリアルポートに接続し、
   本体の電源を入れ、「TestLink」ソフトウェアを立ち上げます。
   最初に下記の画面が現れます。

    

「Run」 リアルタイムのデータ収集を開始します。 「Stop」リアルタイムのデータ収集を停止します。

② 上記の「Run]、「Stop」アイコンをクリックして頂くか、メインメニューの「Real Time」から
   「Run]、「Stop」を選択して頂くと、データを収集できます。

③ 「Real-Time Sampling Rate」を変更すると、何秒ごとの測定にするか設定できます。
   下記は「1秒」ごとの測定に設定されています。
   ※「1秒」以下の設定は入力できません。

④ データを収集後、本体のメモリー（データロガー）に記録されたデータをPCに
ダウンロードします。

下記のアイコンをクリックすると本体に記録されたデータをPCにダウンロード出来ます。



⑤ ダウンロードが終わると、下記のような画面が現れます。

⑥ Excelデータにしたいデータを選びます。

⑦ 次に下記のアイコンをクリックするか、メインメニューから「File」を選び、「Save」を選択します。

こちらをクリックすると、選択したデータを保存できます。

⑧ ファイルの種類は「EXCEL file format」を選択し、ファイル名を入力します。



⑨ 選択したデータを全てExcelデータにしたい場合は「All」を、一部にしたい場合は
「Select from」の数値を変更して「OK」をクリックして下さい。

⑩ 保存したデータは下記のようになります。

日付 時間 T1 T2 測定数 測定数
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